
エリトリアにおけるエチオピア軍の残虐行為とその犯罪行為は比べるものがないほど

凄まじいものであった。しかし、EPLFはエチオピアの戦争捕虜（POWs）を人道的に扱

った。たとえば、3000名の捕虜が1981年11月に釈放された。間違いなくそれは彼らに

とって人生最良の瞬間の一つだっただろう。この出来事によって彼らは失われた既望

を取り戻すことができた―希望、それは彼らの政府によって打ち砕かれた。なぜなら

ば、エチオピア政府は彼ら戦争捕虜を裏切り者とみなし彼らの存在そのものを認める

ことを拒んだからだ。であるから、故郷に戻った捕虜たちの多くがデルグ政権の秘密

警察に捕まえられて処刑されたのも不思議ではない。







もっとも困難な時期は過ぎ去ったと思えた。希望と自信がはっきりと見えていた。









しかし、デルグ政権は新たな現実を受け入れる準備ができていなかった。支持されて

いる闘争の進行を食い止めるために、デルグ政権は干ばつとイナゴがエリトリアを襲

った時に、一般市民への残虐行為を激化させた。

1984-1986年はエリトリアの人々にとって苦しい日々だった。多くの人命、ことにか

よわい子どもたちや老人たちの命が失われた。さらに多くの人々がスーダンへ逃れ

た。デルグ政権から援助物資を受け取り家族の命を救うために、デルグの民兵組織に

入る者もいた。アディスアベバの軍事政権は、実現すれば救援活動の手助けになった

であろうEPLFからの“停戦”の申し入れを即座に拒否した。またデルグは援助物資を

自らの軍隊用に流用した。

エリトリアに対しては、巨大な国際救援物資のほんの一部しか直接回されなかった。

それにもかかわらず、EPLFとエリトリア救援協会（ERA）は、国内の資源をかき集

め、また国外からの援助物資を効果的に配布することで飢饉の影響を素早くコントロ

ールすることができた。






